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去る３月５日（日）に実施いたしました第 136

回銀行業務検定試験の成績結果がでましたので、

ご参考までに発表いたします。

上記試験の成績に関する受験者および研修ご担

当者の皆様へのご通知・ご報告は５月１日（月）

までにすべての手続等を完了させております。

財務３級

「財務３級」の成績結果は、〔表－１〕のとおり

です。

応募者数 22,790 名中受験者は 19,369 名で、合

格者は 7,017 名でした。合格率は 36.23％、平均

点は 51.29 点で、ともに前回（2016 年６月）を上

回りました。

最高点は 100 点で、髙橋美都里さん（室蘭信用

金庫）、鈴木伸久さん（東京都民銀行）、武田恵美

子さん（三菱ＵＦＪ信託銀行）、道原優介さん（相

模原市農業協同組合）、海江田理子さん（京都府

信用農業協同組合連合会）、坂本拡子さん（紀陽

銀行）、渡邊大輔さん（全国信用協同組合連合会）、

末松正幸さん（福岡市農業協同組合）、渡邉隆宏

さん（新潟会計ビジネス専門学校）、高橋飛翔さ

ん、松井丈尚さん、野口淳さん、町田ひとみさん、

濱砂星良さん、小畑剛志さん、佐竹保男さん、島

田泰宏さん（以上、個人申込）の 17 名が個人最

優秀賞を受賞されました。

正解率が 30％以下となった問題は、〔問－ 14〕

固定負債の額の算出、〔問－ 18〕損益計算書に記

載されないもの、〔問－ 50〕総還元性向の３問で

した。

〔問－ 14〕は、資産および負債を流動項目と固

定項目に分類する基準である、営業循環基準とワ

ン・イヤー・ルール（１年基準）について正しい

理解が得られているかを確認する問題です。支払

手形には営業循環基準が適用され、全額が流動負

債に区分されることがポイントとなります。

〔問－ 18〕は、その他有価証券評価差額金が、

貸借対照表の純資産の部に計上される勘定科目で

あることが解答上のポイントです。

〔問－ 50〕は、企業による株主への利益還元の

度合いを示す指標である総還元性向に関する問題

です。近年、配当金のみの割合を示す配当性向よ

りも、株主への利益配分を幅広く表す概念として

経営目標に採用する企業が増えています。
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それぞれの勘定科目が貸借対照表や損益計算書

のどの区分に記載されるか、しっかりと整理して

おく必要があります。本種目では、基本的な項目

を中心に、応用的な出題形式にも対応できる学習

が期待されます。

税務２級

「税務２級」の成績結果は、〔表－２〕のとおり

です。

応募者数 8,832 名中受験者は 6,351 名で、合格

者は 1,370 名でした。合格率は 21.57％、平均点

は 41.62 点で、前回とほぼ同様の結果となってい

ます。

最高点は 98 点で、山澤和正さん（個人申込）

が個人最優秀賞を受賞されました。

10 題の問題のうち平均点が最も低かったもの

は〔問題－６〕配偶者に対する生前贈与財産の取

扱いと相続税の総額の計算で、3.23 点でした。ま

た、平均点が最も高い問題は〔問題－２〕年金・

保険等に係る課税と納付税額の計算で、5.38 点で

した。

今回、〔質問１〕Ⅰの択一式問題の解答状況は

全般的に良好でした。〔質問２〕の計算問題につ

いては、税額計算の基本的な計算のしくみを把握

でき、税務３級の受験の際に学習した各規定の内

容を正確に理解できている受験者には得点しやす

い出題でした。所得税分野、相続税・贈与税分野

における税額計算方法、法人税分野の別表四を用

いて所得金額を算出する一連の計算について理解

している受験者が前回に比べ多く見受けられまし

た。その一方で、所得税分野では所得区分ごとに

行う計算と総所得金額に合算する段階で行うべき

計算、所得控除や税額控除の控除の段階を理解し

ていない受験者、相続税分野では「課税価格の合

計額の計算」「遺産総額の計算」「相続税の総額の

計算」「各人の算出税額・納付税額の計算」のそ

れぞれの段階で行う計算方法を正確に理解してい

ない受験者が未だに多く見受けられました。

〔表－1〕財務３級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 382 6,261 1,084 2,381 5,813 942 891 91 357 19 506 4,063 22,790 
応募比率 1.68 27.47 4.76 10.45 25.51 4.13 3.91 0.40 1.57 0.08 2.22 17.83 100.00
受験者数 345 5,622 837 2,049 5,102 799 808 64 242 18 445 3,038 19,369 
受 験 率 90.31 89.79 77.21 86.06 87.77 84.82 90.68 70.33 67.79 94.74 87.94 74.77 84.99
合格者数 251 2,112 293 602 1,363 200 320 20 78 10 161 1,607 7,017 
合 格 率 72.75 37.57 35.01 29.38 26.72 25.03 39.60 31.25 32.23 55.56 36.18 52.90 36.23
平 均 点 68.13 51.90 49.77 48.25 46.75 46.68 53.64 46.72 46.92 61.33 50.12 59.52 51.29
年 齢 24.6 26.4 31.1 26.9 28.8 30.2 33.1 28.5 28.9 31.1 41.0 29.6 28.6
勤続年数 1.2 3.3 7.3 4.2 6.0 7.3 9.7 5.5 4.8 0.8 17.1 7.0 5.5

〔表－2〕税務２級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 74 4,556 745 670 1,626 84 220 25 6 0 23 803 8,832 
応募比率 0.84 51.59 8.44 7.59 18.41 0.95 2.49 0.28 0.07 0.00 0.26 9.09 100.00
受験者数 48 3,534 436 453 1,235 55 183 18 3 0 18 368 6,351 
受 験 率 64.86 77.57 58.52 67.61 75.95 65.48 83.18 72.00 50.00 0.00 78.26 45.83 71.91
合格者数 15 750 123 73 176 7 54 5 0 0 10 157 1,370 
合 格 率 31.25 21.22 28.21 16.11 14.25 12.73 29.51 27.78 0.00 0.00 55.56 42.66 21.57
平 均 点 46.65 41.94 42.13 37.91 37.54 38.36 47.15 40.17 28.67 0.00 54.72 52.88 41.62
年 齢 28.8 31.4 33.9 34.0 35.0 37.3 39.4 36.7 34.0 0.0 35.1 34.4 32.9
勤続年数 5.6 8.1 10.2 10.3 11.6 14.5 15.7 11.3 16.0 0.0 9.2 9.8 9.5
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本種目に合格するためには、税務３級の受験の

際に学習した内容を基本知識として身に付けたう

えで、各税法分野における税額計算の方法を正確

に把握しておくことが必要です。問題解説集によ

る学習に加え、参考書等により体系的に学習する

ことが望まれます。

税務３級

「税務３級」の成績結果は、〔表－３〕のとおり

です。

応募者数 19,846 名中受験者は 16,599 名で、合

格者は 4,841 名でした。合格率は 29.16％、平均

点は 47.41 点で、ともに前回（2016 年 10 月）を

下回りました。

最高点は 100 点で、松尾慎吾さん（個人申込）

が個人最優秀賞を受賞されました。

正解率が 30％以下となった問題は、〈所得税〉

分野では〔問－２〕公募証券投資信託に対する課

税、〔問－ 10〕収用等の場合の課税譲渡所得金額

の計算、〔問－ 13〕事業所得の金額の計算上、総

収入金額に算入されないもの、の３問、〈相続税・

贈与税〉分野では〔問－ 22〕相続税額計算上の

課税価格の合計額の計算、〔問－ 28〕配偶者に対

する相続税額軽減額の計算、〔問－ 36〕贈与税の

配偶者控除の特例、〔問－ 38〕暦年課税による贈

与税額の計算の４問、〈法人税〉分野および〈そ

の他の税金〉分野では〔問－ 49〕印紙税の課税

文書の計８問でした。

本種目で頻出の問題について、条件等が過去問

と異なると得点できない受験者が多く見受けられ

ました。各規定の内容や計算手順など、各問題を

正答するために必要となる基本事項を自分なりに

整理できていない受験者が多いようです。過去問

の出題内容と合わせて、参考書等により関連事項

を確認することをお勧めいたします。

本種目は所得税分野が 20 問 40 点のウエイトが

あり、この分野での得点が合否に大きく影響しま

す。出題内容は基本事項が中心となっており、問

題解説集で出題傾向を把握し参考書等できちんと

学習した受験者には合格は容易です。本種目の学

習にあたっては、各税法分野を体系的に学習し、

各規定の内容とともに税額計算の流れを正確に把

握することが重要です。

税務４級

「税務４級」の成績結果は、〔表－４〕のとおり

です。

応募者数 2,909 名中受験者は 2,682 名で、合格

者は 1,940 名でした。合格率は 72.33％、平均点

は 68.19 点で、ともに前回を上回りました。

最高点は 100 点で、小瀬川翔太さん（北日本銀

行）、服部昌行さん、立松由美子さん（以上、個

人申込）の３名が個人最優秀賞を受賞されまし

た。

正解率が 30％以下となった問題はありません

でした。今回は各税法の税額計算の基本的な流れ

を理解しているか確認する計算問題を従来より増

やしましたが、全体の得点状況が良好であった受

〔表－3〕税務３級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 360 5,642 806 1,609 5,256 712 1,849 227 187 4 448 2,746 19,846 
応募比率 1.81 28.43 4.06 8.11 26.48 3.59 9.32 1.14 0.94 0.02 2.26 13.84 100.00
受験者数 303 4,931 603 1,319 4,593 591 1,666 182 106 4 384 1,917 16,599 
受 験 率 84.17 87.40 74.81 81.98 87.39 83.01 90.10 80.18 56.68 100.00 85.71 69.81 83.64
合格者数 157 1,466 255 300 985 107 488 59 35 4 156 829 4,841 
合 格 率 51.82 29.73 42.29 22.74 21.45 18.10 29.29 32.42 33.02 100.00 40.63 43.24 29.16
平 均 点 57.18 47.72 54.33 44.29 43.58 41.82 47.08 48.91 51.72 70.50 53.58 54.53 47.41
年 齢 25.6 26.9 28.1 28.1 29.1 30.5 32.5 27.8 34.8 23.5 40.1 31.0 29.2
勤続年数 1.8 3.9 4.0 5.4 6.4 7.4 8.9 4.4 8.0 0.3 16.4 7.1 5.9
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験者の多くが正答できていました。

本種目の受験にあたって学習した内容は、実務

上も押さえておくべき重要な知識です。今後３

級、２級を受験される際には、本種目の受験の際

に学習した内容が基礎となりますので、参考書等

により各税法分野の計算の流れを再確認するとと

もに体系的に知識を深めることが望まれます。

外国為替２級

「外国為替２級」の成績結果は、〔表－５〕のと

おりです。

応募者数 1,281 名中受験者は 981 名で、合格

者は 314 名でした。合格率は 32.01％、平均点は

50.13 点で、ともに前回を上回りました。

最高点は 90 点で、千葉あつみさん（商工組合

中央金庫）が個人最優秀賞を受賞されました。

問題別にみると、〔問題－４〕信用状付き輸出

為替手形取引における「船荷証券の危機」の回避

策に関する銀行の与信判断、〔問題－８〕通貨オ

プション、〔問題－ 10〕取引先企業の海外進出支

援、の３題が良好な結果でした。これらの問題に

ついては、問題解説集等を学習した方々にとっ

て、比較的解きやすい問題であったためと考えら

れます。

一方、〔問題－１〕信用状の通知業務、〔問題－

６〕輸入ユーザンスとT/R との関係、の２題は

低調な結果となりました。〔問題－１〕、〔問題－

６〕とも、関連する問題が問題解説集にも掲載さ

れていますが、答案を作成する際に記述すべき内

容を十分に書き示していないケースが多かったと

考えられます。

試験においては、解答用紙に理解したことを書

き示すことが必要になる、ということを理解し、

問題解説集等で学習したことを確実にしたうえで

アウトプットする能力を身に付けて試験にのぞむ

ことが望まれます。

〔表－4〕税務４級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 12 230 0 317 1,164 245 622 42 3 4 3 267 2,909 
応募比率 0.41 7.91 0.00 10.90 40.01 8.42 21.38 1.44 0.10 0.14 0.10 9.18 100.00
受験者数 11 216 0 276 1,098 227 578 35 2 4 1 234 2,682 
受 験 率 91.67 93.91 0.00 87.07 94.33 92.65 92.93 83.33 66.67 100.00 33.33 87.64 92.20
合格者数 10 162 0 178 834 152 387 31 1 2 1 182 1,940 
合 格 率 90.91 75.00 0.00 64.49 75.96 66.96 66.96 88.57 50.00 50.00 100.00 77.78 72.33
平 均 点 76.55 67.57 0.00 64.86 69.36 64.37 66.80 75.49 65.00 68.50 60.00 72.91 68.19
年 齢 25.8 24.5 0.0 24.5 25.4 25.3 26.7 24.7 42.5 32.0 44.0 31.2 26.0
勤続年数 0.7 2.0 0.0 1.2 2.9 3.1 3.5 1.4 16.0 2.0 0.0 7.1 3.0

〔表－5〕外国為替２級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 130 682 11 72 74 4 0 0 0 0 0 308 1,281 
応募比率 10.15 53.24 0.86 5.62 5.78 0.31 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 24.04 100.00
受験者数 111 546 6 55 61 3 0 0 0 0 0 199 981 
受 験 率 85.38 80.06 54.55 76.39 82.43 75.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 64.61 76.58
合格者数 39 153 3 16 23 1 0 0 0 0 0 79 314 
合 格 率 35.14 28.02 50.00 29.09 37.70 33.33 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 39.70 32.01
平 均 点 53.29 47.67 56.00 49.27 53.15 63.33 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 54.06 50.13
年 齢 30.3 32.7 38.2 34.8 36.5 35.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 34.4 33.2
勤続年数 6.8 9.2 14.0 11.0 12.9 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.6 9.4
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外国為替３級

「外国為替３級」の成績結果は、〔表－６〕のと

おりです。

応募者数 5,266 名中受験者は 4,476 名で、合格

者は 2,335 名でした。合格率は 52.17％、平均点

は 59.76 点で、ともに前回（2016 年 10 月）を上

回りました。

最高点は 96 点で、新井田啓太さん（岩手銀行）

が個人最優秀賞を受賞されました。

正解率が 30％以下となった問題は、〔問－ 10〕

船積書類の取扱い、〔問－ 19〕信用状付き取引の

書類点検、〔問－ 31〕銀行の対顧客外国為替取

引に適用される直物相場および先物相場、〔問－

37〕外為法上の本人確認、〔問－ 42〕対内直接投

資等の５問でした。

正解率が 30％以下となった問題を科目別にみ

ると、〈輸入為替〉以外のすべての科目にわたっ

ています。受験の観点だけではなく、実務を行う

観点からも、どの科目についても苦手意識をもた

ず、まんべんなく学習することが大切です。

経営支援アドバイザー２級

「経営支援アドバイザー２級」の成績結果は、

〔表－７〕のとおりです。

応募者数 1,875 名中受験者は 1,532 名で、合格

者は 627 名でした。合格率は 40.93％、平均点は

55.95 点で、ともに前回を上回りました。

最高点は 84 点で、中田貴士さん、米長昌志さ

ん（以上、北國銀行）が個人最優秀賞を受賞され

ました。

〈基本知識（択一式）〉において、正解率が

30％以下となった問題は、〔問－２〕ローカルベ

ンチマーク、〔問－ 17〕企業のリストラ、〔問－

21〕法人の分類、〔問－ 22〕事業譲渡の４問でし

た。択一式の平均点は 29 点台でした。高得点を

目指すには、択一式で確実に得点を重ねることが

ポイントです。過去の出題傾向を研究し、理解を

深めてください。

〔表－6〕外国為替３級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 495 3,000 14 292 558 5 5 2 1 0 0 894 5,266 
応募比率 9.40 56.97 0.27 5.55 10.60 0.09 0.09 0.04 0.02 0.00 0.00 16.98 100.00
受験者数 454 2,603 9 255 510 3 5 1 1 0 0 635 4,476 
受 験 率 91.72 86.77 64.29 87.33 91.40 60.00 100.00 50.00 100.00 0.00 0.00 71.03 85.00
合格者数 342 1,291 7 97 216 1 3 1 0 0 0 377 2,335 
合 格 率 75.33 49.60 77.78 38.04 42.35 33.33 60.00 100.00 0.00 0.00 0.00 59.37 52.17
平 均 点 67.13 58.78 69.33 54.96 56.09 52.67 64.80 72.00 48.00 0.00 0.00 63.20 59.76
年 齢 24.9 30.8 32.8 29.4 34.9 26.0 34.0 31.0 25.0 0.0 0.0 32.1 30.8
勤続年数 1.3 7.5 4.3 6.5 11.7 3.0 7.2 0.0 2.0 0.0 0.0 7.2 7.3

〔表－7〕経営支援アドバイザー２級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 36 902 0 161 469 72 16 1 1 0 0 217 1,875 
応募比率 1.92 48.11 0.00 8.59 25.01 3.84 0.85 0.05 0.05 0.00 0.00 11.57 100.00
受験者数 33 763 0 124 396 53 13 1 0 0 0 149 1,532 
受 験 率 91.67 84.59 0.00 77.02 84.43 73.61 81.25 100.00 0.00 0.00 0.00 68.66 81.71
合格者数 21 398 0 30 97 12 2 0 0 0 0 67 627 
合 格 率 63.64 52.16 0.00 24.19 24.49 22.64 15.38 0.00 0.00 0.00 0.00 44.97 40.93
平 均 点 62.88 59.12 0.00 53.03 50.50 50.64 47.38 53.00 0.00 0.00 0.00 57.74 55.95
年 齢 29.8 34.1 0.0 36.2 37.7 39.6 35.7 32.0 0.0 0.0 0.0 36.1 35.5
勤続年数 6.4 10.7 0.0 12.9 14.1 17.0 9.8 9.0 0.0 0.0 0.0 10.7 11.9
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一方、〈技能・応用（記述式）〉においては、５

題の平均点が５点台であり、記述式での好成績が

全体の平均点および合格率を引き上げた要因と考

えられます。解答をみると、白紙解答は少なく、

おおむね記述されてはいましたが、解答内容に具

体性を欠くものが見受けられました。記述式の問

題は、事例を受けて問題を設定しています。その

ため、解答をするうえでも一般的な内容にとどめ

るのではなく、事例を踏まえたものにまとめる

と、高得点につながります。

融資管理３級

「融資管理３級」の成績結果は、〔表－８〕のと

おりです。

応募者数 4,458 名中受験者は 3,783 名で、合格

者は 1,017 名でした。合格率は 26.88％、平均点

は 49.75 点で、ともに前回を下回りました。

最高点は 96 点で、金井史志さん（個人申込）

が個人最優秀賞を受賞されました。

正解率が 30％以下となった問題は、〈基本知識〉

では、〔問－ 12〕消滅時効の進行、〔問－ 19〕免

責的債務引受、〔問－ 22〕債権譲渡特例法、〔問

－ 25〕仮処分、〔問－ 30〕消費者契約法の５問、

〈技能・応用〉では、〔問－ 48〕債権譲渡と（根）

抵当権の関係、〔問－ 49〕民事再生手続における

相殺の可否、〔問－ 50〕民事再生手続の終結の３

問の計８問でした。このほか、30％台前半の問題

が７問ありました。

上記のなかでも、〔問－ 12〕、〔問－ 19〕は頻出

のテーマであるにもかかわらず、低調な結果とな

りました。法規や約定書類だけでなく、債権管

理・回収分野の重要判例についてもしっかりと理

解しておくことが求められます。

年金アドバイザー２級

「年金アドバイザー２級」の成績結果は、〔表－

９〕のとおりです。

応募者数 2,182 名中受験者は 1,676 名で、合格

者は 382 名でした。合格率は 22.79％、平均点は

42.18 点で、ともに前回と同水準でした。

最高点は 95 点で、熊岡政道さん（個人申込）

が個人最優秀賞を受賞されました。

平均点が２点台の問題は〔問題－ 10〕併給調

整・支給停止・受給権の消滅の１題でした。

〔問題－ 10〕は、⑴ 65 歳からの遺族給付と老

齢給付の併給調整、および⑵特別支給の老齢厚生

年金の支給停止される事由と内容の２つから構成

されています。

⑴のうちの老齢厚生年金の額を求める問題は、

特別支給の老齢厚生年金（定額部分を含む）の額

から満額の老齢基礎年金の額を引けばよいので、

あまり難度は高くないといえます。もうひとつの

受給できる遺族厚生年金の額を求める問題は、遺

族厚生年金に経過的寡婦加算を加え、さらに老齢

給付との併給調整を行わなければならないので、

難度が高いものです。

本テーマは、遺族給付の問題としてかなり頻繁

に出題していますが、そのときも得点状況がよく

〔表－8〕融資管理３級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 94 1,695 14 485 864 215 236 47 5 0 7 796 4,458 
応募比率 2.11 38.02 0.31 10.88 19.38 4.82 5.29 1.05 0.11 0.00 0.16 17.86 100.00
受験者数 87 1,487 13 410 746 171 214 40 4 0 7 604 3,783 
受 験 率 92.55 87.73 92.86 84.54 86.34 79.53 90.68 85.11 80.00 0.00 100.00 75.88 84.86
合格者数 52 383 7 80 166 37 67 7 2 0 2 214 1,017 
合 格 率 59.77 25.76 53.85 19.51 22.25 21.64 31.31 17.50 50.00 0.00 28.57 35.43 26.88
平 均 点 60.69 49.97 57.69 46.58 47.74 46.81 50.29 45.20 48.00 0.00 47.43 53.12 49.75
年 齢 29.3 31.9 38.9 34.7 36.2 37.1 38.7 36.2 35.3 0.0 39.7 39.8 34.9
勤続年数 5.3 8.6 16.2 11.4 12.8 13.4 14.4 10.0 8.8 0.0 11.0 10.0 10.5
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なく、受験者の方が苦手とされているようです。

今回は、空欄としているものが目立ちました。

⑵は、支給停止される事由と内容を３つあげる

ことを求めるものでした。試験時間内という短時

間に思い出せるかということを測定した問題です。

解答状況としては、３つの事項をあげているも

のは少なかったです。また、支給停止される事由

は書かれているものの、その内容が未記入や不十

分なものが非常に多かったです。

〔問題－ 10〕を除いては、極端に低い平均点の

問題もなく、おおむねよい得点状況であったと総

括できます。年金アドバイザーとして相談者に的

確に対応していくためには、苦手な分野を作らな

いことが重要です。

年金アドバイザー３級

「年金アドバイザー３級」の成績結果は、〔表－

10〕のとおりです。

応募者数 11,129 名中受験者は 9,220 名で、合格

者は 3,308 名でした。合格率は 35.88％、平均点

は 51.23 点で、ともに前回（2016 年 10 月）を下

回りました。

最高点は 100 点で、金内恭子さん（鶴岡市農業

協同組合）、砂川康夫さん（城北信用金庫）、川

田勇太郎さん（毎日信用組合）、吉田有希さん

（百十四銀行）、今村宥花さん（鹿児島県信用農業

協同組合連合会）、宮島まり子さん、宮崎光一さ

ん、小野秀次さん、根本将一さん、岡田真樹さ

ん、白根勝巳さん、加野岡正恵さん、齋藤みずき

さん、田村光識さん、武谷信さん、菊地まゆみさ

ん、渋谷勝久さん、松田麻里さん、辻村幸子さん、

吉武啓治さん、樋口徹さん、佐藤悠さん、鈴木博

美さん、小林幹典さん、岡本佑介さん、佐野江里

子さん、森この美さん、大場愛さん、栗本和代さ

ん、熊谷宏子さん、内海由美子さん、池淵正義さ

ん、渡部由貴さん、玉沖さゆりさん、徳永洋介さ

ん（以上、個人申込）の 35 名が個人最優秀賞を

受賞されました。

〔表－9〕年金アドバイザー２級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 15 163 19 77 149 25 135 34 6 0 48 1,511 2,182 
応募比率 0.69 7.47 0.87 3.53 6.83 1.15 6.19 1.56 0.27 0.00 2.20 69.25 100.00
受験者数 9 122 15 53 126 20 121 23 3 0 42 1,142 1,676 
受 験 率 60.00 74.85 78.95 68.83 84.56 80.00 89.63 67.65 50.00 0.00 87.50 75.58 76.81
合格者数 1 13 1 3 13 2 9 2 0 0 5 333 382
合 格 率 11.11 10.66 6.67 5.66 10.32 10.00 7.44 8.70 0.00 0.00 11.90 29.16 22.79
平 均 点 40.11 30.27 32.87 24.91 32.58 34.50 34.55 32.48 46.33 0.00 30.93 47.00 42.18
年 齢 35.6 39.3 46.6 38.5 41.8 41.3 37.7 41.3 49.0 0.0 43.9 48.8 46.0
勤続年数 10.4 14.4 20.2 14.1 14.5 18.6 14.4 14.8 25.5 0.0 20.3 17.5 16.4

〔表－10〕年金アドバイザー３級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 53 1,317 27 273 1,757 491 1,590 120 65 0 2,459 2,977 11,129 
応募比率 0.48 11.83 0.24 2.45 15.79 4.41 14.29 1.08 0.58 0.00 22.10 26.75 100.00
受験者数 37 1,096 25 217 1,552 419 1,435 86 33 0 2,042 2,278 9,220 
受 験 率 69.81 83.22 92.59 79.49 88.33 85.34 90.25 71.67 50.77 0.00 83.04 76.52 82.85
合格者数 20 397 15 65 435 97 454 30 11 0 618 1,166 3,308 
合 格 率 54.05 36.22 60.00 29.95 28.03 23.15 31.64 34.88 33.33 0.00 30.26 51.19 35.88
平 均 点 59.03 50.89 59.04 47.43 46.84 43.07 48.68 50.14 53.88 0.00 48.45 60.16 51.23
年 齢 32.4 32.0 34.0 33.5 31.8 31.8 33.0 33.5 37.9 0.0 38.8 42.2 36.2
勤続年数 8.2 8.0 8.0 9.7 9.0 9.3 9.5 8.7 14.5 0.0 15.4 14.7 11.5
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正解率が 30％以下となった問題は、〔問－４〕

短時間労働者に対する社会保険への適用拡大、

〔問－ 24〕遺族厚生年金の中高齢寡婦加算、〔問

－ 38〕高年齢雇用継続給付と在職老齢年金との

併給調整、〔問－ 43〕遺族厚生年金の年金額の４

問でした。

〔問－４〕は、平成 28 年 10 月に施行された内

容に関する問題で、初めて出題するテーマである

ことから難度の高い問題であったといえます。

〔問－ 24〕は、10 月試験では平均的な正解率の

ことが多いのですが、３月試験では低い正解率の

ことが多いテーマです。今回も、この傾向どおり

となりました。

〔問－ 38〕は、正しいものを選択する問題で、

正解の選択肢自体は難度の高いものではなく、仮

に○×で問われたら多くの受験者の方が正解を導

けると思います。しかし、今回は誤りの選択肢に

惑わされた方が多かったと推測します。

〔問－43〕は、遺族厚生年金の年金額算出のため

の正しい計算式を選ぶ問題です。論点は、使用す

る給付乗率と300ヵ月みなしです。本テーマにつき

文章形式で出題したときも、300ヵ月みなしが苦手

でしたので、今回もその傾向どおりとなりました。

合格率 30％台半ばと標準的な結果で、正解率

30％以下の問題が少なく、全体的にはよく学習さ

れていると感じました。

年金アドバイザー４級

「年金アドバイザー４級」の成績結果は、〔表－

11〕のとおりです。

応募者数 1,696 名中受験者は 1,540 名で、合格

者は 963 名でした。合格率は 62.53％、平均点は

67.02 点で、ともに前回を上回りました。

最高点は 100 点で、森子弘子さん（岩手銀行）、

佐藤茂子さん（大東銀行）、手塚ももこさん（城

北信用金庫）、大竹康次さん（青木信用金庫）、森

川紀美子さん（山武郡市農業協同組合）、村社佐

知子さん（三菱ＵＦＪトラストビジネス）、新井

みほさん（砺波信用金庫）、佐藤香織さん、長谷

川亮さん（以上、松本ハイランド農業協同組合）、

中尾友香さん（京都中央信用金庫）、野口由美さ

ん、池側佐弥佳さん（以上、大阪厚生信用金庫）、

川北祐美さん（近畿産業信用組合）、濵稔樹さん、

畑典子さん、吉山梢さん、牧野喜代美さん、田中

克典さん、藤田有佳里さん（以上、播州信用金

庫）、永島政和さん（山陰合同銀行）、山田佳奈さ

ん（香川県農業協同組合）、滝沢恵子さん（巻信

用組合）、松陰明子さん（但陽信用金庫）、坂井恵

子さん、吉田孝さん、新村治さん、加藤美穂さん、

森下由美子さん、浅野裕美子さん、伊藤里佳子さ

ん、塚本ひとみさん、土井梨里子さん、中野茂さ

ん（以上、個人申込）の 33 名が個人最優秀賞を

受賞されました。

正解率が 40％以下となった問題は、〔問－ 11〕

厚生年金保険の被保険者期間の１問と、まんべん

なく得点されていました。

今回は、極端に低い正解率の問題がなかったば

かりか、満点で合格された方も多く、受験者の方

〔表－11〕年金アドバイザー４級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 2 121 0 108 660 177 356 18 2 0 16 236 1,696 
応募比率 0.12 7.13 0.00 6.37 38.92 10.44 20.99 1.06 0.12 0.00 0.94 13.92 100.00
受験者数 2 112 0 101 610 167 334 14 2 0 13 185 1,540 
受 験 率 100.00 92.56 0.00 93.52 92.42 94.35 93.82 77.78 100.00 0.00 81.25 78.39 90.80
合格者数 1 72 0 50 412 91 187 10 0 0 7 133 963 
合 格 率 50.00 64.29 0.00 49.50 67.54 54.49 55.99 71.43 0.00 0.00 53.85 71.89 62.53
平 均 点 54.00 67.45 0.00 59.80 69.41 61.31 63.44 67.29 49.00 0.00 57.23 75.47 67.02
年 齢 35.5 29.2 0.0 28.9 28.3 26.4 30.2 33.6 52.0 0.0 36.9 42.2 30.4
勤続年数 12.5 6.2 0.0 5.2 5.4 5.2 6.0 3.3 24.0 0.0 16.7 12.1 6.2
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の頑張りが目立った試験であったといえます。合

格した方は、さらに学習をして３級・２級と上位

試験にも挑戦をしていただきたいと思います。

投資信託２級

「投資信託２級」の成績結果は、〔表－ 12〕の

とおりです。

応募者数 739 名中受験者は 487 名で、合格者は

96 名でした。合格率は 19.71％、平均点は 43.82

点で、ともに前回を下回りました。

最高点は 79 点で、井下恵津子さん（野村信託

銀行）が個人最優秀賞を受賞されました。

平均点が３点以下となった問題は、〔問題－３〕

投資信託の収益分配、〔問題－４〕投資信託のパ

フォーマンス評価の２題でした。

どちらの問題も過去に出題されており、日常の

販売実務のバックグラウンドとなる考え方や理論

に関する問題ですので、正確で確実な理解が望ま

れます。

一方、平均点が５点を超えた問題は、〔問題－

２〕ファンドの投資リスク、〔問題－５〕インデッ

クスファンド、〔問題－６〕投資信託の乗換え勧

誘、〔問題－８〕追加型株式投資信託の換金等の

４題でした。

投資信託３級

「投資信託３級」の成績結果は、〔表－ 13〕の

とおりです。

応募者数 4,555 名中受験者は 3,902 名で、合格

者は 863 名でした。合格率は 22.12％、平均点は

48.64 点で、ともに前回を下回りました。

最高点は 94 点で、末次貴博さん（三井住友ト

ラスト・アセットマネジメント）が個人最優秀賞

を受賞されました。

正解率が 30％以下となった問題は、〔問－３〕

投資法人、〔問－４〕私募投資信託、〔問－８〕ファ

ミリーファンド方式、〔問－ 12〕ファンドの基準

価額、〔問－ 13〕収益分配金、〔問－ 14〕信託報酬、

〔表－12〕投資信託２級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 10 331 79 75 82 2 5 15 1 1 0 138 739
応募比率 1.35 44.79 10.69 10.15 11.10 0.27 0.68 2.03 0.14 0.14 0.00 18.67 100.00
受験者数 8 240 44 40 67 0 4 7 0 0 0 77 487
受 験 率 80.00 72.51 55.70 53.33 81.71 0.00 80.00 46.67 0.00 0.00 0.00 55.80 65.90
合格者数 1 47 12 4 14 0 0 1 0 0 0 17 96
合 格 率 12.50 19.58 27.27 10.00 20.90 0.00 0.00 14.29 0.00 0.00 0.00 22.08 19.71
平 均 点 39.25 44.78 47.73 39.53 39.28 0.00 45.25 43.43 0.00 0.00 0.00 45.21 43.82
年 齢 31.5 35.8 38.3 35.9 37.3 0.0 35.8 34.3 0.0 0.0 0.0 32.2 35.6
勤続年数 8.5 12.8 13.0 10.8 12.8 0.0 12.5 10.0 0.0 0.0 0.0 7.8 11.8

〔表－13〕投資信託３級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 97 1,947 75 457 919 19 55 157 7 32 22 768 4,555 
応募比率 2.13 42.74 1.65 10.03 20.18 0.42 1.21 3.45 0.15 0.70 0.48 16.86 100.00
受験者数 82 1,713 65 379 823 14 51 133 5 30 20 587 3,902 
受 験 率 84.54 87.98 86.67 82.93 89.55 73.68 92.73 84.71 71.43 93.75 90.91 76.43 85.66
合格者数 18 379 30 75 139 2 16 26 2 19 5 152 863
合 格 率 21.95 22.12 46.15 19.79 16.89 14.29 31.37 19.55 40.00 63.33 25.00 25.89 22.12
平 均 点 50.07 49.18 57.78 47.37 45.82 42.71 50.82 48.29 59.60 63.53 50.30 49.75 48.64
年 齢 27.4 29.9 33.7 31.5 34.5 31.1 35.1 32.5 39.6 36.8 44.8 34.3 32.0
勤続年数 3.3 6.8 9.0 8.2 11.9 9.3 12.2 7.7 10.7 3.7 18.5 9.6 8.6

― 9 ―



事務局報No.311

〔問－ 17〕信託約款、〔問－ 18〕投資信託の内容

開示（ディスクロージャー）、〔問－ 20〕運用報

告書、〔問－ 23〕投資信託の広告規制、〔問－ 29〕

外国為替、〔問－ 37〕ファンド・オブ・ファンズ

の仕組み、〔問－ 41〕分散投資効果の説明、〔問

－ 50〕益金不算入制度の 14 問でした。前回の 10

問に対して４問増加しました。

これらの問題は、繰り返し出題されるので、問

題解説集に掲載されている問題を解くことで確実

な知識をつけることができます。

一方、正解率が 80％を超えた問題は、〔問－

19〕交付目論見書、〔問－ 26〕高齢顧客へのリス

ク商品の投資勧誘、〔問－ 44〕乗換え勧誘に該当

しないケース、〔問－ 48〕営業責任者と内部管理

責任者の４問でした。

相続アドバイザー２級

「相続アドバイザー２級」の成績結果は、〔表－

14〕のとおりです。

応募者数 3,413 名中受験者は 2,887 名で、合格

者は 871 名でした。合格率は 30.17％、平均点は

43.19 点でした。

最高点は 92 点で、江原靖さん（個人申込）が

個人最優秀賞を受賞されました。

〈四答択一式〉において正解率が 30％以下と

なった問題は、〔問－２〕換価分割、〔問－３〕特

別受益の持戻し、〔問－４〕相続税の申告・納付、

〔問－９〕みなし贈与財産、〔問－ 16〕不動産の

相続税評価、〔問－ 18〕相続税の延納・物納、〔問

－ 19〕行方不明の相続人がいる場合の対応、〔問

－ 20〕遺産分割、〔問－ 22〕残高証明書等の発行

依頼の９問で、〈記述式〉において平均点が５点

以下となった問題は、〔問題－ 28〕相続時精算課

税制度の仕組みとアドバイス、〔問題－ 29〕相続

税の計算、〔問題－ 30〕不動産の有効活用の３題

でした。全般的に、相続税をはじめとする税金関

係の正解率が低い傾向にありますので、万全を期

していただきたいところです。

なお、〔問題－ 26〕は出題不備があり、採点処

理を行いました（21 頁参照）。

相続アドバイザー３級

「相続アドバイザー３級」の成績結果は、〔表－

15〕のとおりです。

応募者数 11,155 名中受験者は 9,696 名で、合格

者は 4,245 名でした。合格率は 43.78％、平均点

は 55.95 点で、前回（2016 年 10 月）に比べて、

合格率は 15.98 ポイント上回り、平均点は 5.11 点

上回りました。

最高点は 100 点で、河本保樹さん（個人申込）

が個人最優秀賞を受賞されました。

正解率が 30％以下となった問題は、〈相続の基

礎知識〉分野において〔問－６〕養子縁組制度、

〔問－７〕特別受益、〔問－ 12〕相続財産の評価、

〔問－ 18〕住宅取得等資金の贈与特例、〔問－ 19〕

相続時精算課税制度の５問、〈事例付四答択一式〉

分野において〔問－ 43〕相続税の計算の仕組み、

〔問－ 50〕遺留分・遺留分減殺請求権の行使方法

〔表－14〕相続アドバイザー２級・業態別成績一覧表 （合格点は、50 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 53 968 17 161 547 71 311 42 1 0 152 1,090 3,413 
応募比率 1.55 28.36 0.50 4.72 16.03 2.08 9.11 1.23 0.03 0.00 4.45 31.94 100.00
受験者数 48 834 14 124 476 63 269 37 0 0 134 888 2,887 
受 験 率 90.57 86.16 82.35 77.02 87.02 88.73 86.50 88.10 0.00 0.00 88.16 81.47 84.59
合格者数 18 235 10 23 91 9 90 6 0 0 24 365 871
合 格 率 37.50 28.18 71.43 18.55 19.12 14.29 33.46 16.22 0.00 0.00 17.91 41.10 30.17
平 均 点 45.31 42.71 60.21 37.78 38.93 37.67 43.76 42.78 0.00 0.00 39.31 47.11 43.19
年 齢 43.9 40.2 40.3 41.4 42.3 42.2 41.0 39.9 0.0 0.0 42.7 44.2 42.1
勤続年数 18.5 17.0 14.0 18.3 18.9 18.1 16.4 16.9 0.0 0.0 18.5 15.9 17.2
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の２問の計７問でした。

前回は若干低めの結果となりましたが、今回は

高めの結果となりました。受験者の皆さんが問題

解説集等を通じた学習により、出題の傾向をつか

みつつ着実に力をつけていることがうかがわれま

す。おおむね高い正解率となっている〈相続と金

融実務〉分野の得点を確実なものにするととも

に、正解率が低めとなった問題をカバーしていけ

ば、確実な得点力のアップにつながります。他の

参考図書・通信講座等も副読本としながら、学習

効果を上げていってください。

〔表－15〕相続アドバイザー３級・業態別成績一覧表 （合格点は、60 点以上。年齢・勤続年数は受験者の平均値）

都・銀特 銀 地 銀 信 託 第 二
地 銀 信 金 信 組 信・連農 協 労 金 生・保損 保 証 券 郵 政 他団体

個・人 全 体

応募者数 145 2,269 53 476 1,439 245 1,883 122 30 0 1,856 2,637 11,155 
応募比率 1.30 20.34 0.48 4.27 12.90 2.20 16.88 1.09 0.27 0.00 16.64 23.64 100.00
受験者数 130 1,955 50 421 1,279 218 1,742 101 23 0 1,643 2,134 9,696 
受 験 率 89.66 86.16 94.34 88.45 88.88 88.98 92.51 82.79 76.67 0.00 88.52 80.93 86.92
合格者数 68 966 35 152 530 78 631 40 12 0 712 1,021 4,245 
合 格 率 52.31 49.41 70.00 36.10 41.44 35.78 36.22 39.60 52.17 0.00 43.34 47.84 43.78
平 均 点 57.28 57.90 66.92 52.57 55.06 52.74 53.55 54.71 58.78 0.00 55.36 57.79 55.95
年 齢 35.0 35.1 38.1 36.6 36.8 35.6 37.9 36.1 43.0 0.0 40.4 40.4 38.0
勤続年数 10.8 11.9 15.5 14.2 14.0 11.9 14.1 10.2 19.4 0.0 16.8 15.2 14.1

銀行業務検定試験「事業性評価３級」　2017年度追加実施のご案内
弊会では、2017 年６月新規実施としてご案内いたしました、標記「事業性評価３級」試験につきま

して、2017 年度においては、６月実施に加えて、新たに以下の 10 月および３月実施を加え、あわせて
３回の実施といたしましたのでご案内申しあげます（下表参照）。
人事研修ご担当者の皆様方におかれましては、本試験の受験機会増加につき有効にご活用賜りたく、

お願い旁々ご案内申しあげます。

実施日 試験時間 備考

第 138 回　2017 年 10 月 22 日（日） 10：00 ～ 12：30 ●特別実施

第 139 回　2018 年 ３月 ４日（日） 10：00 ～ 12：30 ●特別実施

第 140 回　2018 年 ６月 ３日（日） 10：00 ～ 12：30 通常実施（2018 年度）

「ファイナンシャル・アドバイザー」「アシスタント・ファイナンシャル・アドバイザー」
試験廃止（2018年度以後）のお知らせ

すでにお知らせしておりますとおり、弊会では、標記「ファイナンシャル・アドバイザー（FA）」
「アシスタント・ファイナンシャル・アドバイザー（AFA）」の２種目につきまして、2017 年度の実施
（2017 年 10 月 22 日（日）：第 138 回）をもちまして終了とさせていただくこととなりましたのでお知
らせいたします（2018 年度以後の廃止となります）。
人事研修ご担当者の皆様方には、これまでのご活用に対しまして謹んでお礼を申しあげます。同時

に、2018 年度以後の廃止につきご理解を賜りたくお願い申しあげます。

事務局からのお知らせ
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